
（１）　2003年8月20日　第3種郵便物認可 JAPAN ENTREPRENEURS & PRESIDENTS ASSOCIATION  NEWS

No.51(通巻第348号) 03-5280-6222
８４００

東京都千代田区神田錦町3‐2

No.51　(通巻３48号 )

2017年7月25日発行

　

十
一
月
五
日
午
前
、
都
内
米
軍
横
田
基
地

に
到
着
し
た
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
駐
日
米
軍

兵
士
等
に
大
拍
手
で
迎
え
ら
れ
、
最
高
司
令
官

と
し
て
米
空
軍
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
て
演
説
。

日
本
国
内
で
献
身
的
に
任
務
を
遂
行
す
る
米
兵

に
対
す
る
労
い
の
言
葉
、
日
本
国
自
衛
隊
に

今
回
の
警
護
へ
の
感
謝
を
述
べ
た
。
日
本
が
、
こ

れ
ま
で
長
年
に
わ
た
り
、
対
米
友
好
関
係
を

維
持
し
て
き
た
こ
と
に
謝
辞
を
述
べ
た
。

　

今
回
の
訪
日
で
は
、
北
朝
鮮
問
題
解
決
へ
の

糸
口
を
見
出
す
こ
と
が
最
重
要
課
題
で
あ
っ
た
。

横
田
基
地
で
の
演
説
で
も
個
人
名
や
国
名

は
口
に
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
現
在
の
不
安
定
な

世
界
情
勢
に
対
し

「
私
自
身
が
大
統
領
で
あ
る

限
り
、
資
金
、
力
、
人
材
に
お
い
て

『
強
い
ア

メ
リ
カ
』
が
勝
る
」
と
パ
ワ
フ
ル
か
つ
雄
弁
な
口

調
で
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

威
風
堂
々
た
る
王
者
の
風
格
を
見
せ
、
大
統
領

選
挙
で
掲
げ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
偉
大
な
る
ア
メ
リ

カ
」
を
彷
彿
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

トランプ大統領初来日 !

イ
ヴ
ァ
ン
カ
・
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
補
佐
官

　

十
一
月
一
日
か
ら
三
日
ま
で
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

(

東
京
都
港
区
）
に
て
国
際
女
会
議W

A
W
!
2
0
1
7

が
開
催

さ
れ
た
。W

A
W
!

と
はW

o
r
l
d
 
A
s
s
e
m
b
l
y
 
f
o
r
 
W
o
m
e
n

の
略
称
で｢

ワ
ウ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

W
A
W
!

に
は
、
世
界
の
様
々
な
地
域
、
国
際
機
関
か
ら

女
性
の
分
野
で
活
躍
す
る
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
が
参
加
し
、

日
本
及
び
世
界
に
お
け
る
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
、

女
性
の
活
躍
促
進
の
た
め
の
取
組
み
に
つ
い
て
議
論
を

行
う
。

　

こ
の
会
議
は
安
倍
政
権
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
る

｢

女
性
が
輝
く
社
会
」
を
国
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の

取
組
み
と
し
て2

0
1
4

年
か
ら
開
催
さ
れ
た
国
際
会
議
で
あ

る
。
今
回
が
四
回
目
の
開
催
で
あ
っ
た
が
、
当
会
代
表
の

徳
田
ひ
と
み
在
東
京
ブ
ー
タ
ン
王
国
名
誉
総
領
事
も
出
席

し
た
。　

強
い
ア
メ
リ
カ

両首脳共同記者会見 ( 赤坂離宮にて）

　出典　外務省ウェブサイト

握手を交わす両国首脳 ( 赤坂離宮にて）

　出典　外務省ウェブサイト

　

六
日
午
前
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
都
内
に
あ
る

駐
日
米
国
大
使
公
邸
で
開
か
れ
た
日
米
の

経
済
人
と
の
会
合
に
出
席
し
た
。
ビ
ジ
ネ
ス

界
で
長
年
の
実
績
を
誇
る
氏
は
、
対
日
貿
易

へ
の
苦
言
を
呈
し
た
。
「
日
本
と
の
間
に
年
間

7
0
0

億
ド
ル
も
の
貿
易
赤
字
を
抱
え
て
い
る
。

対
日
貿
易
は
自
由
で
は
な
く
、
互
恵
的
で
も

な
い
」
と
の
指
摘
を
し
た
。

　

自
動
車
分
野
に
お
け
る
貿
易
不
均
衡
を
具
体

的
に
あ
げ
、
「
ア
メ
リ
カ
か
ら
日
本
へ
の
実
質
的

な
自
動
車
輸
出
は
な
い
」
と
の
指
摘
を
し
た
。

あ
く
ま
で
両
国
に
と
っ
て
公
平
と
な
る
貿
易
交

渉
の
開
始
を
求
め
た
。

　

環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定(T

P
P
)

に
関
し
て

日
本
は
、
米
国
の
復
帰
を
求
め
て
い
る
が
、

ト
ラ
ン
プ
氏
は
会
合
に
お
い
て

「TP
P

は
正
し

い
考
え
方
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
貿
易
で

T
P
P

以
上
の
成
果
を
得
ら
れ
る
」
と
協
定
復

帰
に
は
否
定
的
な
考
え
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

経
済
人
と
の
会
合
を
終
え
た
後
、
皇
居
で

天
皇
皇
后
両
陛
下
と
初
め
て
会
見
さ
れ
た
。

両
陛
下
が
現
職
の
米
大
統
領
と
会
わ
れ
る
の
は

十
四
年
四
月
に
国
賓
と
し
て
来
日
し
た

バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
前
大
統
領
以
来
で
あ
る
。

　
対
日
赤
字
削
減
へ

霞ヶ関カンツリー倶楽部にてゴルフをする両首脳

　出典　外務省ウェブサイト

日米首脳会談 ( 赤坂離宮にて )

　出典　外務省ウェブサイト

　

六
日
午
後
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
北
朝
鮮
拉
致
被
害
者
家
族

と
も
面
会
し
、｢

拉
致
さ
れ
た
被
害
者
が
愛
す
る
人
々
の
元

に
戻
れ
る
よ
う
に
安
倍
首
相
と
力
を
合
わ
せ
て
い
き
た
い
」

と
、
解
決
に
向
け
た
協
力
を
約
束
し
た
。

　

｢

北
朝
鮮
は
と
ん
で
も
な
い
不
名
誉
な
行
為
を
し
た
」
と

心
情
を
あ
ら
わ
に
し
た
が
、
拉
致
被
害
者
家
族
と
の
面
会

中
に
は
時
折
悲
し
げ
な
表
情
を
浮
か
べ
た
。

　

安
倍
首
相
と
は
、
五
日
午
後
の
ゴ
ル
フ
外
交
を
含
め
、
六

日
ま
で
の
二
日
間
に
わ
た
り
充
実
し
た
会
談
が
行
わ
れ
た
。

議
論
の
中
心
は
、
北
朝
鮮
へ
の
対
応
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
が
、

ト
ラ
ン
プ
氏
が
北
朝
鮮
へ
厳
戒
な
姿
勢
で
臨
み
続
け
る
こ
と

が
改
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。
安
倍
首
相
と
も
、
最
大
の
圧

力
を
か
け
て
い
く
こ
と
で
合
意
し
た
。

　

六
日
の
首
脳
会
談
、
拉
致
被
害
者
と
の
面
会
に
続
き
、

両
国
首
脳
に
よ
る
共
同
記
者
会
見
が
行
わ
れ
た
。
ト
ラ
ン
プ

氏
は
、
拉
致
問
題
に
焦
点
を
当
て
、
北
朝
鮮
が
一
日
も
早

く
被
害
者
を
帰
国
さ
せ
れ
ば
、
新
た
な
る
展
開
に
繋
が
る

と
の
見
解
を
述
べ
、
改
め
て
日
本
政
府
に
拉
致
被
害
者
に
対

す
る
尽
力
を
誓
っ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は

「
こ
れ
ほ
ど
綿
密
な
首
脳
同
士
の

関
係
は
な
か
っ
た
」
と
今
回
の
訪
日
を
振
り
返
っ
た
。
こ
れ

か
ら
の
世
界
情
勢
は
緊
迫
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
だ
け

に
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
今
回
の
訪
日
を
評
価
し
た
こ
と
は
、

国
際
外
交
に
お
け
る
日
本
の
立
場
に
も
優
勢
に
働
く
で
あ
ろ

う
。

　　
北
朝
鮮
へ
は
日
米
協
力
で

赤坂離宮にて拉致被害者家族との面会

　出典　外務省ウェブサイト

握手を交わす両首脳 ( 赤坂離宮にて )

　出典　外務省ウェブサイト

国際女性会議 WAW!2017

安倍首相とイヴァンカ大統領補佐官

出展　外務省ウェブサイト　

　

今
年
のW

A
W
!

の
一
番
の
話
題
は
、
イ
ヴ
ァ
ン
カ
・
ト
ラ
ン
プ
米
国
大

統
領
補
佐
官(

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
長
女
）
の
参
加
で
あ
っ
た
。
同
会
議

の
最
終
日
に
行
わ
れ
た
日
本
政
府
・
世
界
銀
行
共
催
の
特
別
イ
ベ
ン
ト

｢

女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」
に
て
特
別
講
演
を
行
っ
た
。

　

安
倍
首
相
に
紹
介
を
受
け
、
イ
ヴ
ァ
ン
カ
氏
は
、
初
の
訪
日
の
感
想
を

述
べ
、
職
場
に
進
出
す
る
だ
け
で
は
な
く
家
庭
で
子
供
た
ち
や
家
族

を
守
る
女
性
の
パ
ワ
ー
は
、
社
会
の
発
展
と
明
る
い
未
来
に
欠
か
せ
な
い

も
の
だ
と
述
べ
た
。
女
性
が
活
躍
で
き
る
社
会
の
実
現
に
取
り
組
む
安
倍

首
相
に
称
え
、｢

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
ま
さ
に
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス(

w
o
m
e
n
/

女
性
とe

c
o
n
o
m
i
c
s
/

経
済
を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
）
。
女
性
の
社
会
で
の

活
躍
が
、
世
界
経
済
に
新
た
な
発
想
や
成
功
事
例
を
も
た
ら
し
て
い
る
」

と
評
価
し
た
。

　　

今
年
のW

A
W
!
2
0
1
7

で
は
、
「W

A
W
!
 
I
n
 
C
h
a
n
g
i
n
g
 
W
o
r
l
d

」
を
テ
ー

マ
と
し
、
変
化
す
る
世
界
に
お
い
て
女
性
が
活
躍
し
て
い
く
た
め
に
戦
略

的
に
行
動
す
る
た
め
の
方
策
等
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
た
。

スシ ・ プジアストゥティ　インドネシア海洋水産大臣 ( 左 )

　

と徳田名誉総領事 ( 右 )

秋の園遊会

　　
　
　
　
　
　
　
　

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
が
主
催
さ
れ
る
秋
の

　
　
　
　
　
　
　

園
遊
会
が
十
一
月
九
日
、
東
京
元
赤
坂
の
赤
坂

　
　
　
　
　
　
　

御
苑
で
開
か
れ
、
小
室
哲
哉
氏
、
リ
オ
・
パ
ラ

　
　
　
　
　
　
　

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
代
表
選
手
た
ち
約
二
千
人
が
招

　
　
　
　
　
　
　

待
さ
れ
た
。
日
本
経
営
者
同
友
会
代
表
の
徳
田

　
　
　
　
　
　
　

ひ
と
み
在
東
京
ブ
ー
タ
ン
名
誉
総
領
事
も
多
数

　
　
　
　
　
　
　

の
招
待
客
と
歓
談
し
た
。

安倍昭恵首相夫人と
徳田名誉総領事

園遊会に御出席の皇室の皆様
出典　宮内庁ウェブサイト
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アセアン加盟国
活  動  内  容

ネットワーク・サービス
インドネシア　　マレーシア　

フィリピン　　　　シンガポール

タイ　　　　　　   ブルネイ

ベトナム　　　　  ラオス

ミャンマー　　　　カンボジア

日本　　　　　　　中国

韓国

アセアン各国諸機関とのネットワーク
国際交流に関する支援活動

教育・研修・研究活動
国際会議・シンポジウムの開催

海外視察団派遣

ビジネス・サポート
企画･開発業務等に関するサポート
海外進出・合弁企業等に関するサポート

出版活動
アセアン時事ニュースの発行

政治・経済・文化資料の提供

映画｢じんじん～其のニ～」 のお知らせ

ブータン王国ソナム王女来日

埼玉県｢大使館発 ! 世界がわかる授業｣

待
望
の
第
二
弾

若
者
を
応
援
し
た
い
！

地
域
密
着
型
シ
ネ
マ

生徒たちに GNH について話をする徳田名誉総領事

　

俳
優
の
大
地
康
雄
の
企
画
主
演
に
よ
っ
て

2
0
1
3

年
に
公
開
さ
れ
た
映
画
「
じ
ん
じ
ん
」

は
、
今
年
９
月
に
第
二
弾
「
じ
ん
じ
ん

～
其
の
ニ
～
」
が
公
開
さ
れ
た
。

　

2
0
1
1

年3

月1
1

日
に
日
本
を
襲
っ
た

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
尊
い
生
命
、
日
常
の

生
活
を
奪
わ
れ
、
夢
や
希
望
を
失
い
か
け
た

と
き
に
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
が
子
供
た
ち

の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
た
。

　

絵
本
を
真
ん
中
に
置
き
な
が
ら
、
人
の
優
し

さ
と
親
子
の
絆
を
テ
ー
マ
に
映
画
を
届
け
た
い

と
い
う
大
地
氏
の
思
い
に
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
が
共
感
し
て
出
来
上
が
っ
た
の
が
、

映
画
「
じ
ん
じ
ん
」
で
あ
る
。

　

北
海
道
剣
淵
町
を
舞
台
と
し
、
広
大
な
大
地

に
染
み
わ
た
る
親
子
の
絆
を
描
い
て
い
る
。

　 　

　

十
月
、
ブ
ー
タ
ン
王
国
と
京
都
大
学
の
友
好
六
十
周

年
を
記
念
し
、
「京
大
・
ブ
ー
タ
ン
連
携
６
０
周
年
記
念

事
業:

ブ
ー
タ
ン
王
女
に
よ
るG

N
H

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

が
開
催
さ
れ
、
ブ
ー
タ
ン
王
国
よ
り
ソ
ナ
ム･

デ
チ
ャ
ン･

ワ
ン
チ
ュ
ク
王
女
が
招
聘
さ
れ
た
。

　

同
月23

日
、
京
都
大
学
の
主
催
に
よ
り
、
東
京
都

千
代
田
区
に
あ
る
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
に
て
、

「ソ
ナ
ム
王
女
歓
迎
の
夕
べ
、
東
京
」
が
開
催
さ
れ
た
。

日
本
と
ブ
ー
タ
ン
と
の
友
好
関
係
に
長
く
貢
献
さ
れ
て

い
る
多
数
の
関
係
者
が
集
い
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

盛
会
と
な
っ
た
。

　

　

平
成29

年
度
「
大
使
館
発
！
世
界
が

わ
か
る
授
業
」
が
埼
玉
県
国
際
課
の
企
画

に
よ
り
行
わ
れ
、
徳
田
ひ
と
み･

在
東
京

ブ
ー
タ
ン
王
国
名
誉
総
領
事
は
、7

月13

日

に
文
部
科
学
省
に
よ
り
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
認
定
さ
れ
た
埼
玉
県
立

不
動
岡
高
校(

埼
玉
県
加
須
市)

、
同
月20

日

埼
玉
栄
高
校(

さ
い
た
ま
市
西
区)

、

11

月13

日
草
加
南
高
校(

埼
玉
県
草
加
市)

に
て
ブ
ー
タ
ン
王
国
に
つ
い
て
の
特
別
講
義
を

行
っ
た
。

　

徳
田
名
誉
総
領
事
か
ら
、
ブ
ー
タ
ン
王
国
の

歴
史
、
伝
統
文
化
、
そ
の
他
同
国
の
魅
力
に

つ
い
て
ビ
ジ
ュ
ア
ル
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

通
し
て
紹
介
さ
れ
、
ブ
ー
タ
ン
王
国
のG

N
H

（G
ross N

ation
al H

ap
p
in

ess)

や
ブ
ー
タ
ン
王

国
の
農
業
の
礎
を
築
い
た
西
岡
京
治
氏

(

ダ
シ
ョ
ー
ニ
シ
オ
カ
）
等
の
説
明
も
さ
れ
た
。

　

講
演
会
に
は
、
国
際
舞
台
で
の
活
躍
を
望
む

た
く
さ
ん
の
生
徒
さ
ん
が
出
席
し
た
。
講
演
後

の
質
疑
応
答
で
は
、
生
徒
さ
ん
か
ら
多
く
の
活

発
な
意
見
や
質
問
が
出
さ
れ
、
有
意
義
な
講
演

会
と
な
っ
た
。

　

ブ
ー
タ
ン
王
国
に
関
す
る
話
題
だ
け
で
な
く
、

他
国
や
国
連
の
平
和
活
動
な
ど
に
ま
で
及
び
、

そ
れ
ぞ
れ
の
高
校
で
の
講
演
は
、
大
盛
況
で
あ

っ
た
。

　

「
じ
ん
じ
ん
～
其
の
ニ
～
」
は
、
劇
場
公
開

だ
け
に
頼
ら
ず
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
県
市
町
村

な
ど
で
丁
寧
に
各
地
の
ホ
ー
ル
や
公
共
施
設

で
、
地
域
上
映
会
を
行
っ
て
い
く
地
域
密
着
型

シ
ネ
マ
と
い
う
公
開
方
式
を
と
っ
て
い
る
。

　

み
ん
な
で
丁
寧
に
育
て
、
映
画
で
人
と
人
を

つ
な
げ
、
地
域
か
ら
日
本
を
元
気
に
す
る
上
映

の
在
り
方
を
実
現
さ
せ
て
い
く
。

　

こ
の
作
品
は
全
国
で
千
箇
所
、
三
十
万
人
以

上
動
員
。
イ
ン
デ
ィ
オ
国
際
映
画
祭
で
主
演

男
優
賞
を
受
賞
。

　

詳
し
く
は
、w

w
w

.jin
jin

2.jp
 

を
ご
参
照
。

　

第
二
弾
の
「
じ
ん
じ
ん~

其
の
ニ
～
」
は
、

舞
台
を
北
海
道
剣
淵
町
か
ら
神
奈
川
県
秦
野
市
へ

移
し
、
「
若
者
を
応
援
し
た
い
」
と
い
う
強
い

思
い
か
ら
創
ら
れ
た
作
品
。

　

自
己
否
定
感
の
強
い
若
者
が
登
場
し
、
主
人
公

の
銀
三
郎
と
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
に
な
る
。

　

銀
三
郎
も
、
試
練
か
ら
逃
げ
家
族
を
捨
て
て
、

失
敗
と
挫
折
の
繰
り
返
し
に
よ
り
夢
を
諦
め
た
人

間
。
こ
の
若
者
は
、
銀
三
郎
に
次
第
に
心
を
開
き
、

自
然
と
関
わ
り
、
悩
み
な
が
ら
も
と
こ
と
ん
自
分

と
向
き
合
っ
て
い
く
。

　

ド
ロ
ー
ン
を
使
用
し
て
の
撮
影
で
秦
野
市
の

豊
か
で
美
し
い
森
林
風
景
も
ふ
ん
だ
ん
に
紹
介

さ
れ
て
い
る
。

　

大
地
康
雄
氏
は
、
こ
の
映
画
を
通
し
て
自
然

環
境
の
保
護
、
森
林
の
保
全
の
重
要
性
を
訴
え

て
い
る
。

　

ブータン特集

歓迎の夕べでスピーチをする徳田名誉総領事

歓迎の夕べでスピーチをするソナム王女
（ホテルニューオータニにて）

　　

 

写
真
提
供

『じ
ん
じ
ん
〜
其
の
二
〜
』
製
作
委
員
会

　

　

ソ
ナ
ム
王
女
は
、
「ケ
サ
ン
・
チ
ョ
デ
ン
・
ワ
ン
チ
ュ
ク

第
三
代
国
王
妃
が1957

年
に
初
訪
日
し
て
か
ら
、
六
十

年
間
、
日
本
と
ブ
ー
タ
ン
は
友
好
を
深
め
て
参
り
ま
し
た
。

日
本
の
皆
様
と
一
緒
に
、
こ
の
友
好
関
係
を
更
に
深
め
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
御
挨
拶
さ
れ
た
。

　　

徳
田
名
誉
総
領
事
は
、
歓
迎
の
挨
拶
で
、2011

年
の

東
日
本
大
震
災
の
折
に
ブ
ー
タ
ン
王
国
が
世
界
に
先
駆
け

100

万
ド
ル
の
義
援
金
を
お
届
け
下
さ
っ
た
こ
と
への
御
礼
と

同
年
秋
、
十
一
月
に
国
賓
と
し
て
後
訪
日
さ
れ
た
国
王

両
陛
下
の
姿
に
多
く
の
国
民
が
希
望
と
勇
気
を
与
え
ら
れ

た
こ
と
への
謝
意
を
伝
え
た
。

　



新時代を切り拓き、企業の発展に貢献する経済団体です。
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中小企業白書で紹介された企業の業績アップ成功例

スハルト首相を訪問する稲嶺一郎氏　写真提供 : ASEAN 協会

              日本とインドネシア
石油危機から日本を救った稲嶺一郎氏

　

太
平
洋
戦
争
の
戦
中

・
戦
後
を
通
じ
、
日
本
と

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
相
互
理
解
、
政
治
関
係
の
促
進
、

２
国
間
友
好
関
係
の
構
築
に
貢
献
し
た
政
治
家
と

し
て
、
稲
嶺
一
郎
元
参
議
院
議
員
の
名
前
が
第
一
に

挙
げ
ら
れ
る
。

　

稲
嶺
氏
は1905

年
９
月
２
３
日
、
沖
縄
県
に
生

ま
れ
、
生
家
は
三
司
官(

さ
ん
し
か
ん=

旧
琉
球

王
国
の
宰
相
職)

を
務
め
た
名
門
。
早
稲
田
大
学
に

入
り
、
下
宿
先
の
大
学
の
恩
師
、
西
村
眞
次
教
授

の
娘
と
結
婚
し
た
。
西
村
教
授
は
戦
前
、
日
本
人

の
ル
ー
ツ
を
解
明
し
た
文
化
人
類
学
者
で
あ
る
。

運
命
の
出
会
い

　

44(

昭
和19)

年
、
稲
嶺
氏
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
の

日
本
海
軍
武
官
府
の
要
請
に
よ
り
満
鉄
バ
ン
コ
ク

所
長
か
ら
同
武
官
府
華
僑
課
長
と
し
て
赴
任
。

こ
の
と
き
、
民
族
指
導
者
の
ス
カ
ル
ノ
氏
、
イ
ス
ラ
ム

指
導
者
の
ナ
シ
ー
ル
師
ら
と
深
い
親
交
を
持
ち
、

終
戦
後
、
日
本
軍
の
武
器
、
弾
薬
、
食
糧
な
ど
を

秘
か
に
提
供
、
助
言
を
与
え
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

独
立
戦
争
を
支
援
し
た
。
こ
れ
が
発
覚
し
、

オ
ラ
ン
ダ
軍
に
よ
り
戦
犯
と
し
て
グ
ロ
ド
ッ
グ
刑
務
所

(

西
ジ
ャ
カ
ル
タ
地
区)

に
一
年
余
り
投
獄
さ
れ
る
。

こ
の
刑
務
所
で
金
子
智
一
ジ
ャ
ワ
軍
政
監
部
宣
伝

班
員(

戦
後
、
日
本
歩
け
歩
け
協
会
会
長)

と

一
緒
に
な
り
、
後
、
金
子
氏
と
同
郷(

山
形)

の

木
村
武
雄
衆
院
議
員
と
稲
嶺
氏
は
ス
ハ
ル
ト
政
権

誕
生
と
共
に
２
国
間
友
好
協
力
関
係
を
円
滑
に

主
導
し
て
行
く
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
運
命
の
出
会
い

が
こ
の
グ
ロ
ド
ッ
ク
刑
務
所
だ
っ
た
。

　

ナ
シ
ー
ル
師
は
日
本
軍
施
政
下
、
マ
シ
ュ
ミ(

イ
ン
ド

ネ
シ
ア
・
イ
ス
ラ
ム
教
徒
協
議
会)

指
導
者
と
し
て

活
躍
、
世
界
イ
ス
ラ
ム
教
徒
会
議
副
議
長
と
し
て

イ
ス
ラ
ム
世
界
で
は
著
名
な
指
導
者
で
、
世
界
の

イ
ス
ラ
ム
指
導
者
の
連
帯
を
呼
び
掛
け
、55

年
に

バ
ン
ド
ン
で
開
か
れ
た
初
の
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
会
議
に

は
、
多
く
の
世
界
の
イ
ス
ラ
ム
国
の
指
導
者
・
ス
ル
タ
ン

が
参
集
し
た
。

　

73

年10

月
、
第
４
次
中
東
戦
争
が
ぼ
っ
発
、
石
油

輸
出
機
構(O

P
E
C
)

は
原
油
の
生
産
を
削
減
、
原
油

価
格
を
一
挙
に70

％
引
き
上
げ
た
。
さ
ら
に
、
ア
ラ
ブ

産
油
国
は
イ
ス
ラ
エ
ル
支
援
国
に
対
し
石
油
禁
輸
措
置
を

発
表
。

第
１
次
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
が
世
界
を
揺
る
が
し
た
。

　

日
本
で
は
ト
イ
レ
ッ
ト
・
ペ
ー
パ
ー
・
パ
ニ
ッ
ク
現
象
は

あ
っ
た
も
の
の
、
大
き
な
混
乱
は
な
く
、80

年
以
降
の

日
本
経
済
は
注
目
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
背
景

に
は
、
稲
嶺
氏
の
偉
大
な
貢
献
が
あ
っ
た
。

　

50

年
に
琉
球
石
油(

現
り
ゅ
う
せ
き)

を
設
立
し
て

社
長
を
務
め
、70

年
に
参
院
議
員
と
な
っ
た
稲
嶺
氏
は

オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
後
、
旧
知
の
ス
ハ
ル
ト
大
統
領(

当
時)

に
石
油
の
輸
入
増
大
を
依
頼
し
た
。
さ
ら
に
、
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
の
石
油
の
対
日
輸
出
工
作
を
無
ニ
の
親
友
で
あ
る

ナ
シ
ー
ル
師
に
依
頼
。
稲
嶺
氏
は
ナ
シ
ー
ル
師
の
書
簡

を
携
え
、
サ
ウ
ジ
の
フ
ァ
イ
サ
ル
国
王
に
面
会
、
石
油
は

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
経
由
で
日
本
に
輸
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ミ
ス
タ
ー

・
ア
セ
ア
ン

　

81

年
、
自
民
党
外
交
部
会
長
だ
っ
た
稲
嶺
氏

は
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
関
係
強
化
を
促
進
す
る
た
め
、

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合(A

S
E
A

N
)

協
会
を
設
立
、

自
ら
会
長
に
就
任
し
た
。
ち
な
み
に
２
代
目
は

石
原
慎
太
郎
氏
で
あ
る
。
ま
た
、
稲
嶺
氏
は

戦
時
中
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
い
た
軍
人
軍
属
の
戦
友

会
組
織
を
ま
と
め
、
日
本
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
友
好

団
体
協
議
会
を
創
設
、
東
南
ア
ジ
ア
の
人
々
か
ら

ミ
ス
タ
ー
・
ア
セ
ア
ン
と
呼
ば
れ
た
。

　

稲
嶺
氏
は89

年6

月19

日
死
去
、83

歳

だ
っ
た
。
元
沖
縄
県
知
事
稲
嶺
恵
一
氏
は
稲
嶺
氏

の
子
息
で
あ
る
。

　

下
地
常
雄A

S
E
A

N

協
会
代
表
理
事
は

「稲
嶺

一
郎
先
生
は
沖
縄
を
代
表
す
る
代
議
士
、
琉
球

石
油
の
ト
ッ
プ
と
し
て
ら
つ
腕
を
発
揮
し
、
国
家
を

背
負
っ
て
い
る
代
議
士
ら
し
い
代
議
士
だ
っ
た
。

何
よ
り
東
南
ア
ジ
ア
こ
そ
が
、
経
済
的
に
も
地
政

学
的
に
も
日
本
の
生
き
残
り
を
担
保
す
る
も
の
に

な
る
と
し
てA

S
E
A

N

協
会
を
創
設
し
た
、
先
見

の
明
あ
る
政
治
家
だ
っ
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

　　

日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
長
き
に
わ
た
っ
て

友
好
関
係
が
保
た
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
明
治
か
ら

現
在
ま
で
、
多
く
の
先
達
に
よ
っ
て
築
き
上
げ
ら

れ
、
特
に
終
戦
以
降
、
多
く
の
人
た
ち
の
血
と

涙
と
汗
と
努
力
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
友
好
信
頼

関
係
で
も
あ
る
。
両
国
の
関
係
は
今
後
と
も

重
要
で
あ
る
が
、
他
方
、
先
達
の
努
力
は
忘
れ

去
ら
れ
、
そ
の
功
績
を
省
み
る
人
も
少
な
い

状
況
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
人
は

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
ア
ジ
ア
に
対
し
て
ど
う
対
応

す
べ
き
な
の
か
。
先
人
達
の
功
績
を
温
故
知
新
と

す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
て
、
過
去
の
人
物

を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。(

濱
田
雄
二
）

IT を活用した顧客対応力強化により、 自社の付加価値を価格に反映し、

高収益を実現できている企業 事例 2-3-2：東海バネ工業株式会社

　大阪府大阪市の東海バネ工業株式会社（従業員 86 名、
資本金 9,644 万円）は、金属バネの設計・製造・販売を
行う事業者である。同社のバネは、単品受注・オーダー
メイドが特徴であり、用途は自動車部品の試作品から個
人のライター用バネ等、多岐に渡る。

  従来は、注文を受けると過去の発注書や設計図
をキャビネットから探し出し、そこから改めて納期を算
定・提示するため、対応に時間がかかっていた。そこで、
過去の受注情報をデータベース化することで、過去の取
引履歴から顧客の要望をすばやく把握し、加えて生産現
場との連携も IT を活用して自動化することで正確な納期を
迅速に回答する等、受注時の対応力を強化することで顧
客からの信頼を徐々に獲得していった。同社にしか作れ
ないバネの受注を、正確かつ迅速に対応し、加えて
99.9％と高い納期遵守率を達成することで、同社は「言
い値」で販売することが可能になっていった。

　さらに、2000 年代のはじめに、基幹システムベンダー
から提案され、紹介された外部コンサルタントのアドバイ
スを受けホームページをリニューアルした。リニューアル
後のホームページでは、バネに関する情報を豊富に掲載
し、「バネの“ 困った ”」を抱える人に役立つホームページ
を目指した。同社が持つ技術情報を惜しみなく開示する
など、これまで一般には入手困難な情報まで掲載すること
でアクセス数が劇的に増加し、単品・小ロットでバネを調
達したいものの発注先がなかった法人・個人から、多く
の新規受注を獲得することができた。
 
  今後の成長に向け、同社はグローバル市場にも目を向
けている。渡辺社長は、「どんなバネでも、どんな小ロッ
トでも注文を受けるという当社のビジネスモデルは、世界
的に見ても珍しい。ホームページの英語化も進めており、
海外からの受注も増えてきている。」と語る。

。

　他社には作れないバネを少量受注生産するビジネスモ
デルでは、大量生産できる製品に比べて単価は決して安
くないため、納品先メーカーから値下げ要請を受けること
も多く、付加価値に見合う価格をいかに維持していくかが
同社の大きな課題となっていた。そこで、同社の渡辺良
機社長が取り組んだのは、バネ職人の技術力を向上させ
るための人材育成の仕組みの構築と、顧客対応力向上の
ための IT 活用であった。

　同社のビジネスモデルを維持していくためには、顧客
から求められればどんなバネでも生産できることが不可欠
であり、そのためにバネ職人の技術力を常に向上させて
いかなければならない。バネ職人の育成に最も重要なの
は「自分が成長している実感が得られること」と考えた渡
辺社長は、各職人の成長度を細かく記録するとともに、
社長自ら全社員と面談を実施し、成長している点を積極
的に評価するなど、職人のモチベーションを高めてきた。
また、同社の製品は、特殊用途で使用されることが多
く、発注は不定期で少量だが、短納期を求められること
が多い。

（｢2017年中小企業白書｣より抜粋）



日本経営者同友会は、新時代を切り拓き、企業の発展に貢献する経済団体です

日本経営者同友会グループ団体

日本経営者同友会
http://www.jepa-net.com

アセアン協会
http://jepa-net.com/asean

在東京ブータン名誉総領事館
http://bhutan-consulate.org

特定非営利活動法人国連友好協会 
http://japan-un-friendship-association.org
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■ ご 挨 拶

企業を取り巻く環境が目まぐるしく変化する今日、 その変化への迅速な対応が企業経営者の

最大の課題と言えます。 こうした状況の中で、 中小企業経営者たちは自らを守りぬくために、

本質的な情報や真に価値ある知識によって、 新しい事態に生き抜く方策を見出し、 即時実

現していかなければなりません。 経営者同友会は、 国際的な視野を持ち、 国内外のシンク

タンクと共に常に最新情報が入手できる人脈ネットワーク作りをしており、 そのネットワークを

活用することで、 より多くのニーズに応え、 より充実した経済活動の展開を目指しております。

会員の皆様のお役に立てれば幸甚に存じます。

人脈は企業競争を生き抜く強力な武器です。

　  ●御社の発展に必要な専門知識は充分ですか？

　  ●御社の事業活動の幅を大きく広げませんか？

　  ●地理的な制約を超え、 さらに海外への進出を

　　 　検討しませんか？

日本経営者同友会では、 豊富な経験と知識を備えた多くの

スタッフによるサポート及び、 会員企業様が相互に発展でき

るようなチャンスをご提供いたします。 また、 長年に亘り築い

てきた強力な海外の人脈を活かし、 グローバルな企業展開

のサポートをいたします。

『人　脈』

【企業様　広告欄】

広告掲載をご希望の企業様は日本経営者同友会までご連絡をお願いいたします。
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湾
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、
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。
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ら
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縄
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。

　

今
年
七
月
に
、
宜
野
湾
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間
未
来
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を
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跡
地
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お
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と

な
る
未
来
を
担
う
人
材
育
成
な
ど
に
活
用
し
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い
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こ
と

を
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え
て
い
る
。

　

普
天
間
未
来
基
金
へ
の
寄
付
の
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類
と
し
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①
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市
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基
地
跡
地
利
用
の

推
進
に
関
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に
指
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れ
た
寄
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、

②
一
般
寄
附(

宜
野
湾
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
に
よ
ら
な

い
寄
附
）
が
あ
る
。
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普
天
間
未
来
基
金
の
お
知
ら
せ

注意!

Tsuneo Shimoji ,
Chairman

佐喜眞淳宜野湾市長


